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成果の概要 

 

大学院人間・環境学研究科   

特定助教  内山 智貴 

 

用務期間 2018 年 9 月 30 日～10 月 4 日 

用務先：メキシコ（カンクン） 

学会名：AiMES2018 ECS and SMEQ Joint International Meeting 

 

本出張では、PEFC に関わる最新の研究動向、情報収集、並びに『Temperature 

effect of oxygen reduction reaction activity on Pt-Pd/C core-shell catalyst 

investigated by X-ray absorption spectroscopy』と題する成果を口頭発表するこ

とが主たる目的であった。今回は主に触媒関する講演を集中して聴講した。合

金・コアシェル触媒で先駆的な研究を行っている R.R.Adzic 氏らのグループから

は２件の発表があった。『E03-0796:  (Invited) Controllable Deposition of 

Platinum Layers on Oxide Surfaces for the Synthesis of Fuel Cell Catalysts』で

は、導電性酸化物上への Pt モノレイヤー形成を目指した手法について発表があ

った。具体的には、Pb を RuO2(110)、SnO2 ナノ粒子、還元型グラフェンに吸

着後、電気化学的に還元し、Pt とガルバニック置換することで、触媒の合成を

試みていた。また、『I01D-1494: Pd@PtML Nanoparticles on Carbon-Supported 

WNi Substrates for the Oxygen Reduction Reaction』では、WNi／C 上に Pt/Pd

コアシェル触媒を担持することで耐久性が従来の触媒に比べて、格段に向上す

ることが示されていた。質疑では WNi の酸性液中での安定性について質問があ

り、W や Ni の溶出や W の酸化の可能性が指摘されていた。ORR 活性が報告例

の中で最も高い８面体の形状をした Pt-Ni 触媒を開発した Max-Planck-Institut 

のグループは『I01D-1502: An ORR Identical Location STEM Investigation of 

the Stability of Pt3-Ni Octahedra Supported in Hollow Graphitic Spheres』と題

した発表を行っており、多孔質のカーボン担体に Incipient Wetness 法で触媒

を担持すると、細孔に８面体形状の触媒を形成できること、10800 サイクルの

劣化試験後であっても、触媒は形状を維持しており、ECSA の減少は認められる

ものの、それが抑制されていることが示されていた。全体の発表の印象として、

触媒材料そのものの開発はほぼやりつくされており、あとはカーボン担体の構



造をいかに制御して、触媒のポテンシャルを最大限発揮するかに研究がシフト

しているように感じた。 

本学会でのディスカッションを通じ、今後の研究を発展させるためのきっか

けを作ることができたと感じています。本学会への発表助成を賜りました京都

大学教育研究振興財団に心より御礼申し上げます。 

 


